
  

 
 
 

 
 

 

 

会長(C P)山田滋己「苦難の時こそ、我がクラブから明るい光を！」“ Let's emit bright light from our club at the time of hardship！” 
 

国際会長(IP)Jacob Kristensen(Denmark)“TRUST IN THE RIVER OF LIFE”(命の川を信じよう):(Values, Leadership and Extension) 
アジア太平洋地域会長(AP)David Lua(Singapore)“Make a difference”(変化をもたらそう)“INSPIRE”(奮い立たせよう) 
西日本区理事(RD) 古田裕和(京都トゥービー)“Let’s do it now!”“2022に向け埃を持って All is well.” 
六甲部部長(DG)安行英文(さんだ)「行動に信念を、信念は行動に」:Believe in what you do. Do what you believe in. 

11 月強調月間 Public Relation Wellness 
ワイズメンズクラブの活動を広報して、社会的認知度を高めましょう。 

大槻 信二 広報・情報委員長（京都センチュリークラブ） 

  
 

 
  

 
  
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

2020―2021 年度クラブ役員 
【会長】山田滋己【副会長】宮内伸浩【直前会長】水野雄二【書記】宮内伸浩【会計】丹羽和子､小田浩、手塚貴子【監事】鈴木誠也【担当主事】松田道子 

 

Chartered May 8, 1988 

神戸ポートワイズメンズクラブ 

〒650-0001 神戸市中央区加納町 2-7-11 

神戸 YMCA 国際・奉仕センター 

Tel 078-241-7204 

Fax 078-241-3619 

E-Mail：houshi@kobeYMCA.org 

http：//www.kobeYMCA.org/ 
 

第 1 例会第 4 水曜日 6：30-8：30P.M. 

第 2 例会第 1 木曜日 7：00-8：30P.M. 

第 395 号 
2020 年 11 月 

＜ 2020 年 11 月の聖句＞ 
＜疲れた者、重荷を負うものは、だれでも私のもとに来なさい。休ませてあげよう。＞ 

                              マタイによる福音書 11 章 28 節 

2020 年は、残念なことに世界中が新型コロナ感染拡大のニュース一色でクリスマスそして年の暮れを迎え

そうです。ウイルスにとっては、クリスマスも年の暮れも関係ないのでしょうが、せめて安心してクリスマ

スや年の暮れを迎えたいものです。ほとほと疲れ果ててしまいました。疲れの原因のトップは多分ストレス

ではないでしょうか？  

 長く闘病生活を送っておられる方が言われていました。「毎日頑張り続けるのではなく、どこかで羽を休

める着地点をそれぞれに探して生きていかなければならない」と。羽を休めることのできる着地点の一つは

今月の聖句にしたイエス様の言葉かもしれません。                   丹羽和子 

＜11 月第 1 例会＞ 
  私たちは、希望あるより豊かな社会を創る活動を
進めていきます。11 月は「困難を抱える子どもたち
に明るい未来を」について学びます｡ 

＜記＞ 
日時：11 月 25 日(水)18:30〜20:30 
場所：神戸 YMCA三宮会館 308教室 
    併用：ZOOM 会議室 
Meeting ID 826 7340 9234 Pass Code 694241 

担当：大野智恵ﾜｲｽﾞ 
開会点鐘：山田滋己会長 
聖句・祈祷：丹羽和子ﾜｲｽﾞ 
卓話「“困難を抱える子供たちに明るい未来を」 
～里親を求める愛の手運動半世紀の実践から～ 

講話者:橋本明様 

（家庭養護促進協会事務局長・あかし里親センター所長） 
諸連絡、今月のお誕生日、ニコニコ、今月の歌 
閉会点鐘：山田会長 
 

＜10 月出席状況＞ 

出席率：93.3％(出席数)14/15(出席率対象会員数)   

充足率：80％(メン12,ゲスト&ビジター4名) 

＜今後の予定＞ 

＜11 月第１例会＞ 
 11 月 25 日(水) 神戸 YMCA308教室 

内容は左に掲載 
＜12 月第 2例会＞ 
 12 月 3 日(木) 神戸 YMCA308教室 
＜12 月第１例会＞12 月 11 日(金) 神戸 YMCA 
「神戸のクリスマス：DBC交流の夕べ」 

＜1 月第 2例会＞ 

１月 7 日 (木) 19:00-20:30､場所 神戸 YMCA 

＜1月第１例会＞ 

 1 月 23 日(土)須磨温泉寿楼「臨水亭」 

HAPPY BIRTHDAY! 
11 月 5 日 水野 公子ﾒﾈｯﾄ 

11 月 23 日 郡 美恵子ﾜｲｽﾞ 

 

＜2020-2021年度のファンド・累計＞ 
           10月       累計 

ニコニコ   13,000円    19,000円 
じゃがいも 
新玉ねぎファンド 

（じゃがいも、玉ねぎ、その他） 



  

会長メッセージ 

会長  山田 滋己 

  暦の上では立冬を過ぎ､一段と寒さが増してきました｡例年 11 月に開催されていた神戸YMCAインタ
ーナショナルチャリティランも､新型コロナの影響で今年(第 23 回)は中止となってしまいました｡ 
  新型コロナの影響はみなさまご存じの通りで､生命の安全と経済活性化とのトレードオフになっていま
す｡世界的に不安が募る中､敵対するものを作って批判を繰り返したり､自分の主観的な優劣を押し付けた
りすることで安心を得ようと行動をしてしまうのは人間の悲しいさがなのかもしれません｡ 
  誰しもそのような側面を持つ一方で､困難を抱える人々や地域の事を思うことで､世界の中で自分が置
かれている状況をより客観的に気づくことが出来るのだと思います｡ごく平凡な暮らしであっても､心豊
かな社会がどれだけ幸せなのか｡ 
  我々は 2017年 10 月から発信している”「ポジティブネット」のある豊かな社会を創る”日本 YMCA
のブランドコンセプトに共感､協働するワイズメンです｡互いの存在や個性を認め合い､高め合うことので
きる､善意や前向きな気持ちによってつながるネットワーク､課題の多い社会のなかで､それは､生きるた
めのひとつの選択肢となっていきます｡コロナ禍において､リモートを含めて安全を確保しつつも､ワイズ
運動の原点である交流を重ねながら､グローバルなネットワーク基盤を活かしてポジティブネットを広
げ､希望あるより豊かな社会を創る活動を進めて行きます｡ 
  11 月はこの一環でもある「困難を抱える子どもたちに明るい未来を」について学びます｡立冬は過ぎま
したが､まだまだ食欲の秋､スポーツの秋です｡心身の健康作りや幸せ作りに励みながら､未来に豊かな社
会を残す活動を推進して行きましょう｡ 

 
＜11月第１例会スピーカー紹介＞ 
橋本 明（はしもと あきら）氏 

公財）家庭養護促進協会事務局長 あかし里親センター所長 
慶應義塾大学法学部卒業後、神戸で

児童福祉施設の建設に関わり、完成後

児童指導員として勤務。その後渡米

し、ワシントン州立大学大学院で社会

福祉を学ぶ傍ら、民間福祉機関で里親

や養子縁組の研修を受け、またこども

病院でボランティアとして活動。アメ

リカ、ヨーロッパの福祉施設を見学し、旧西ドイツのベテルの

町で３ヶ月間ボランティアとして働く。帰国後は出版社に勤務。

昭和50年、親が育てられない子供たちに里親を求める民間の児

童福祉機関「社会法人家庭養護促進協会」事務局長となる。平成

4年及び13年に、アメリカのシアトル市にて里親・養子制度の

調査と研究を行う。平成15年に兵庫県社会賞を受賞。 
 著書 「世界の福祉施設 欧米の心身障害児を訪ねて」 

（月刊神戸っ子） 
    「子どものためのボランティア」 

（神戸市青少年問題協議会） 
    「子どもと生活環境」：分担執筆（誠信書房） 
 

＜10月第1例会報告＞ 
10月第1例会は当クラブ中山迅一ワイズの紹介で、インターナ

ショクナル代表の菊池信孝さんをお迎えし、「みんなが笑顔で

食卓を囲むように」と題して大変興味深いお話を伺いました。

菊池さんは大学生の時、訪日外国人のお世話をされた時、訪日

外国人が日本食を食べることが来日の楽しみであるにもかかわ

らず、多くの人が食で苦労し、食べられるかどうかわからず困

っていることに気づき、コミュニケーションツールとしてのピ

クトグラムを使って、食材を明確に伝える「フードピクト」を考

案してこられました。日本人にとっても10％の子どもたちがア

レルギーを持っていて、食べ物に何が含まれているかが明確に

わかるように、食育の一環として、教育委員会とも連携して学

校給食にフードピクトを推進しておられます。食べられないも

のがある人が困っているから支援する、というのではなく、社

会環境を変えていくという「共生社会」の取組です。「言葉の壁」

「文化の壁」「理解の壁」をどう乗り越えられるか、私たちの日

常生活でも問われるテーマのお話で楽しい時間となりました。

（水野記） 
＜日本語学校留学生へジャガイモ・マスクを寄付！＞ 
神戸YMCAで学ぶ留学生に、なんとか支援をしたい！これ
は私たちの願いです。5月には、淡路島の新玉ねぎを寄付
しました。そして今回は、北海道のジャガイモ、そして、
須磨にある(株)クレストコーポレーション代表取締役社長谷
山貴祐様のご好意でマスクを寄付することができました。 
 
 
 
 
 
 
ジャガイモ（とうや） 冬用マスク（クレストコーポレーション製） 

 

 

 

 

 

 

 

食欲の秋を満喫してください！ 



  

  ＜山田会長の交流紀行＞ 
10/24(土) 神戸クラブ原ﾜｲｽﾞと交流(山田)[於 岡山] 

日帰りで訪問｡会社の先輩方が原ﾜｲｽﾞの高校の同級生で弔問

にご一緒させて頂いた｡その後は倉敷市での昼食や玉野市で

の散策にご案内頂き､晴天に恵まれる中､大学生時代の船舶

実習や入社後の出張で何度も親しんでいた備讃瀬戸地域の

魅力をご教示頂き改めて堪能できた｡お互いの健康を確認す 

原ﾜｲｽﾞとカッターボートを背景に[於 渋川海岸] 
ると共に､“はなれていてもつながっている”「ポジティブ

ネット」のある豊かな社会創り繋がる活動にもなった｡ 
 

＜APE大野ベンさんの10月＞ 

１． 10/3(土)千葉ウエストクラブチャーターナイト出席 
東日本区での新クラブ誕生！おめでたいことです。 

２． 10/10(土)ワイズ将来構想特別委員会 
久々の対面での会議でした。 

３． 10/11(日)東西日本区理事連絡会 
4月開催予定が、ここまでずれ込みました。 

４． アジア太平洋地域憲法協議（タスクフォース）会 
Zoomにて、検討中です。今期中にまとまる予定。 

５． 10/14(水)宝塚クラブ例会参加 
ZOOM会議のお手伝いでした。 

６．10/17(土)神戸ポートクラブヒストリー委員会 
  今期中にある程度まとめることとなりました。 
７．10/20(火)AEO(アジア太平洋地域役員)会議 
  月に1回開催し、情報交換、課題について協議。 
８．10/21(水)京都グローバルクラブ例会参加 
  「ワイズについて学ぶ」会に講師として参加。 
９．10/25(日)西日本区メネット事業委員会 
  メネット事業のあり方について協議しました。 
10．10/27(火)奈良明日香村にて柿の収穫 

 
11．10/31(土)西日本区第2回役員会 
  ズームとの併用での開催でした。 

 
ホテルクライトン新大阪にて 

11 月第 2例会記録(抜粋) 
1.日時:2020年 11月 5日(木)午後19:00-20:20 
2.場所:神戸YMCA(+Web会議) 
3.出席者:井上､大野勉､大野智､小田､丹羽､細見､水野 

宮内(Zoom)､山田 
4.内容: 
(1)10月第1例会 
･日時:2020/ 10/28日(水)18:30-20:20 
･場所:①神戸YMCA 308､309教室､② 各自自宅他(Web) 
･出席者: 
 メンバー①井内､井上､大野勉､大野智､小田､郡､丹羽､ 
  中山(ドライバー)､松田､水野､山田11名､②宮内 1名 
ゲスト①菊池信孝さん(ゲストスピーカー)､ 
         山田会長友人､西田勉さん(卓話のみ) 3名 
      ②小合瀬雅之さん1名 
ビジター②原伸行ﾜｲｽﾞ(神戸) 1名  
･出席率:12＋メーキャップ 2(細見､宮野) 
        14÷15名(出席率対象会員数)=93.3％ 
･充足率:12＋ゲスト&ビジター4 

16÷20名(在籍数)＝80％ 
※ 出席率､充足率共に①､②両方をカウント 
･内容:卓話「みんなが笑顔で食卓を囲むように」､他 
(2)10月度活動報告 
･10/ 1(木) 19:00-20:20 第2例会 
･10/10(日)～  じゃがいも配達(ファンド事業)(全員) 
･10/17(土)15:00～15:50クラブの資産の整理､共有 
        活動 第1回 打合せ(Web)(山田､大野勉､宮内) 
･10/21(水)芦屋クラブ入会式ＥＭＣ主査として立会い(水野) 
･10/24(土) 神戸クラブ 原ﾜｲｽﾞと交流 

(岡山市､玉野市､倉敷市)(山田) 
･10/31(土) 12月DBC交流 東京むかでクラブ今井会長 
        問合せ(山田)⇒12/11(金)出､12/12(土)欠｡ 
        他メンバー出欠を確認中｡ 
 (3)11～12月のクラブ例会 
･11月第1例会 :2020/11/25(水)18:30-20:20 
 場所①神戸YMCA 308､309② 各自自宅他(Web) 
 卓話「“困難を抱える子供たちに明るい未来を 

～里親を求める愛の手運動半世紀の実践から～」橋本明様 
(公財)家庭養護促進協会事務局長､あかし里親センター所長 

 ドライバー:大野智ﾜｲｽ  ゙



  

･12月第2例会:12/ 3(木) 19:00-20:30､場所 神戸YMCA 
･12月第1例会:12/11(金)18:30-20:30､場所 神戸YMCA 
 内容は(5)協議事項による｡ 
･ 1月第2例会: 1/ 7(木) 19:00-20:30､場所 神戸YMCA 
(4)今後の予定､他クラブ例会等 
･11/5(第2例会) 明日香の柿ファンドピックアップ 
 15,000円を神戸YMCAポジティブネット募金に寄付 
(5)協議課題 
･12月第1例会:12/11(金) 
 -オリンピアクリスマス 中止 
 -訪問後恒例の食事会:神戸ＹＭＣＡで20:20まで 
 少し豪華な弁当(2,000円)、飲み物(1,000円) 
 -出し物:丹羽さん15分、その他はこれから検討  
 -DBC交流(東京むかでクラブ)  等  々 Zoomでの交流可能

性検討 
･ 1月新年例会: 1/23(土)移動例会 須磨寺 臨水亭」に決定 
･IBCチェンライクラブとの交流強化 
 Web(Zoom)でチェンマイ､チェンライ､神戸との交流 
 大阪センテニアルクラブ例会出席時、海外Zoom接続具合
確認 大野勉 
･今期会長方針”チャーターから32年間蓄積した 
 クラブの資産を整理､共有し､これからのクラブ活動 
 へ繋げる”の進め方について 
 2021年4月までに随時進捗確認しながら完了目指す 
 歴代会長について、2008年以降はブリテンの記録から抽

出（宮内） 
 それ以前は山崎さん、鈴木さんに問い合わせる 
・2021/5/1チャリティーコンサートについて 
 資料による説明（水野）開催日、場所、予算案承認 
 但し、定員はコロナ状況を見て流動的に 
 チラシ案も承認 
 協賛、六甲部へも働きかける 
 開催目的:石巻と繋がることを第一に 
・地域奉仕事業 まなびと 餅つきの代替に､例えば清掃 
  活動など 検討継続 
・西日本区新型コロナ対策特別委員会 交付金決定通知 
  について 
 寄付依頼のある場合の対応、出来ることは応じる、金額

は都度検討 
・ＤＢＣ 鯖缶販売協力依頼あり  
 定期的に購入するとか協力方法を考える 
(6)諸連絡 
･西日本区報､受取が未だの場合11/25(水) 
 第1例会でお受取り下さい｡ 
･2019-2020年度 六甲部部報(芦屋クラブ 柏原部長)が 
 届きました｡皆さまお受取り下さい｡ 
･11/27(金)石巻クラブ例会Zoom開催。参加しよう。 
･古切手 1月第2例会で作業となる 締切1月末 

神戸YMCAマンスリーレポートから 
１． 10月 17日、西神戸YMCA学園都市会館で、第21回 

「ワイワイまつり」がオンライン配信で開催されまし

た。コロナ禍において、様々な行事が中止・延期される

中、実行委員会の方々と共に初めての試みであるオンラ

イン配信を行い、会員の皆様、また地域の皆様とも「は

なれていても つながっている」ことを感じる機会となり

ました。当日は録画配信とLIVE配信を混ぜての構成で、

中継でワイズメンズクラブの部屋を訪ねたり、太極拳の

披露もしていただきました。キッズダンスや保育ルー

ム、高等学院他は、事前に準備された録画配信を、こど

も園やリーダーは歌やクイズのLIVE配信を行い、子ども

から大人まで楽しんでいただけたかと思います。協賛し

てくださった皆様、当日のオンライン配信をサポートし

てくださったボランティアの方など、多くのご支援をい

ただき、開催できましたことを心から感謝いたします。 

２．11月 7日、キャンプ100周年記念「キャンプ100年と

これからのキャンプ」が開催されました。午前中は神戸

YMCA主催で、プレキーノートスピーチと委嘱式を行いまし

た。午後の大阪YMCA主管シンポジウムは、オンライン配

信で行われました。翌、11月8日は、神戸YMCA主催で

「キャンプ発祥の地を訪ねよう」を実施し、1歳9ヶ月か

ら 80代の方まで、横浜YMCA、福岡YMCAからも参加があ

り、天候にも恵まれ、とてもよい時間を過ごすことができ

ました。これまでの100年、今、そしてこれからの100年

を皆様とともに刻んでいきたいと存じます。 

３．11月 8日～14日は、世界YWCA/YMCA合同祈祷週です。 

 「希望の光：実践をともなう霊性によってレジリエンスの

あるコミュニティーを創る」というテーマの下、祈りを合

わせます。両会長メッセージは次のURLをご参照ください。 
 https://www.ymcajapan.org/topics/20201104-2/ 

４．2020年vol.21「わたしたちの難民問題」を、全4回（11/18、

11/25、12/9、12/16）ZOOMを利用したオンライン講演会を

開催します。講師はルワンダや東京からの参加となります。

コロナ禍でより厳しくなった難民の現状を知り、私たちに

できることは何か、一緒に考えてみませんか。 

 詳細、お申し込みは次のURLをご参照ください。 

 https://kobeymca.org/data/pdf/20201118.pdf 

 

編集後記 

柿食えば チャリティーランが 偲ばれる 

ジャガイモ リンゴ みんなの笑顔   弁子 

本当にこのまま一年が終わってしまうの？悔いのない一年

を過ごせたの？と問いかけずに折れません。 

残された時間を意義あることに！この一年を意味あるもの

に！私たちの智恵と行動力でワイズの歴史を刻んでいきま

しょう。ポジティブに未来に向かって！ 


